
京
都
の
キ
リ
シ
タ
ン
遺
跡

京
都
開
教

一
五
四
九
年
、
鹿
児
島
に
渡
来
し
六
サ
ヴ
ィ
エ
ル

刻
も
早
く
京
都
に
上
っ
て
、
皇
室
ま
六
は
掘

は
一

家
に
教
え
を
説
き
、
布
教
倫
可
を
得
よ
う
と
秀
え

て
い
た
。
ま
た
日
本
宗
教
界
の
中
心
、
特
に
伝
え
聞

く
比
.
叡
山
の
大
学
に
赴
い
て
、
真
理
を
論
じ
、
以
っ

て
キ
リ
シ
タ
ン
の
標
音
を
天
下
に
高
か
ら
し
め
よ
う

と
の
使
徒
的
野
心
を
抱
い
て
い
北
。
が
、
戦
国
も
北

け
な
わ
の
そ
の
こ
ろ
の
こ
と
と
て
、
な
か
な
か
思
い

通
り
に
事
が
運
ぱ
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
一
五
五
一

年
一
月
、
.
長
い
苦
難
の
旅
の
来
、
堺
か
ら
あ
る
武
士

の
従
者
と
な
り
、
荷
物
を
背
負
い
、
徒
歩
で
入
洛
し

北
0
 
そ
の
時
、
堺
の
蒙
商
日
比
屋
か
ら
ミ
ャ
コ
の
知

人
代
あ
て
た
紹
介
状
を
貰
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
家

を
訪
ね
、
歓
待
き
れ
北
と
い
う
。
こ
の
知
人
は
小
西

隆
佐
と
推
定
さ
れ
ろ
が
、
ま
だ
彼
の
家
の
所
在
は
確

京
都
南
蛮
寺

そ
の
後
も
京
都
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
戦
乱
と
俣
の

た
め
に
教
勢
が
伸
び
な
か
っ
た
が
、
偕
長
の
支
配
が

よ
う
や
く
固
ま
っ
て
く
る
江
つ
れ
て
k
昇
の
機
運
に

向
い
、
一
五
七
五
年
に
は
一
挙
数
百
名
の
受
洗
者
が

あ
り
、
老
朽
し
た
聖
堂
は
強
風
で
倒
壊
す
る
危
険
も

感
ぜ
ら
れ
る
有
様
で
あ
っ
た
の
で
、
高
槻
城
主
高
山

右
近
ら
、
近
接
地
区
の
有
カ
キ
リ
シ
タ
ン
ら
の
協
力

か
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
人
の
紹
介
で
、
延
暦
寺
と
交

渉
す
べ
く
、
坂
本
に
住
む
女
婿
の
許
に
案
内
き
れ

恐
ら
く
三
条
か
ら
山
科
・
大
津
を
経
て
坂
本
に

.
」
0

ナ赴
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
比
叡
山
に
は
登
ら
な
か

つ
た
よ
う
で
あ
る
。
結
局
む
な
し
く
京
誓
戻
り
、

朝
廷
へ
の
接
近
を
試
み
九
が
、
衛
士
に
に
べ
も
な
く

逐
い
返
き
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
上
洛
後
、
わ

ず
か
十
一
日
で
サ
ヴ
ィ
エ
ル
は
ミ
ャ
コ
を
後
に
、
鳥

羽
か
ら
小
舟
に
の
り
淀
川
を
下
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
一
五
五
四
年
、
邦
人
修
士
ロ
レ
ン
ソ
は
単

身
、
比
叡
山
に
上
り
、
役
僧
托
会
見
し
て
小
手
し
ら

べ
を
し
た
が
、
一
五
五
九
年
十
月
、
。
ハ
ア
デ
レ
.
ヴ

0
＼ノ

レ
ラ
と
と
も
に
い
よ
い
よ
京
都
布
教
に
乗
込
ん

イ

こ
の
時
の
コ
ー
ス
は
堺
、
小
坂
、
山
崎
、
六
地

だ
。蔵

、
醍
、
山
科
、
大
津
、
坂
本
と
い
う
道
で
あ
っ

た
が
、
も
ち
ろ
ん
延
暦
寺
か
ら
布
教
許
可
急
ら
れ

ろ
は
ず
も
な
く
、
一
月
余
の
後
、
一
示
都
に
入
り
、
あ

海
老
沢
有
造

る
老
尼
の
庵
の
倉
に
宿
を
得
た
。
そ
れ
か
ら
二
力
月

の
間
に
転
々
と
二
回
も
宿
所
を
変
え
ね
ぱ
な
ら
な
か

つ
た
0
 
不
幸
忙
し
て
、
こ
れ
ら
の
所
在
は
今
と
な
っ

て
は
確
か
め
る
す
べ
も
な
い
。
翌
年
一
月
二
十
五
日

彼
ら
は
四
条
新
町
西
入
革
棚
町
の
山
田
の
後
家
の
家

に
移
り
、
公
然
布
教
を
開
始
し
た
。
明
ら
か
に
知
ら

れ
る
」
示
都
最
古
の
キ
リ
シ
タ
ン
遺
跡
で
あ
る
。
そ
こ

で
ま
た
迫
害
を
う
け
、
三
力
月
後
に
は
六
角
通
室
町

西
入
玉
蔵
町
の
家
に
移
り
、
同
年
末
、
ま
た
追
い
立

て
ら
れ
て
四
条
鳥
丸
町
1
恐
ら
く
鳥
丸
上
町
1

そ
こ
も
僅
か
一
力
月
、
一
五
六
一
年

た
が
、

に
移
っ

晩
春
の
こ
ろ
、
よ
う
や
く
四
条
坊
門
(
蛸
薬
師
通
)

室
町
西
入
姥
柳
町
の
古
屋
を
購
入
始
め
て
自
前
の

聖
堂
を
持
っ
こ
こ
が
で
き
た
。
正
式
の
最
初
の
教
会

堂
で
あ
っ
九
。

11Ⅱ11Ⅲ1ⅡⅡ1Ⅱ1Ⅲ111川川Ⅱ11肌Ⅲ"11"111Ⅱ11Ⅱル
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の
下
、
新
聖
堂
を
建
立
す
る
こ
と
と
な
り
、
同
年
末

姥
柳
町
の
地
に
起
工
、
一
年
ほ
ど
で
落
成
し
た
。

い

わ
ゆ
る
南
蛮
寺
で
あ
る
。
俗
史
類
の
記
す
よ
う
な
四

町
四
方
の
大
伽
藍
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
糖

風
の
三
階
建
で
、
洛
中
で
は
も
つ
と
も
高
い
建
築
で

あ
り
、
そ
の
評
判
は
全
国
に
喧
伝
さ
れ
た
。
(
一
呆
都

市
の
「
南
蛮
寺
址
」
の
立
札
の
解
説
及
び
年
代
考
証

は
誤
り
が
あ
る
)

し
、

ま
た
そ
の
こ
ろ
、
教
会
か
ら
三
、
四
町
下
と
あ
る

か
ら
、
お
そ
ら
く
綾
小
路
・
仏
光
寺
通
、
語
・
新

町
間
に
五
十
間
に
三
十
間
と
い
う
広
い
地
所
を
購
入

し
、
教
会
希
を
作
り
、
ク
ル
ス
を
一
基
建
て
、
墓

守
の
老
人
を
置
い
て
管
理
し
九
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
の
付
近
の
建
築
や
道
路
工
事
の
時
、
注
意

し
て
歓
し
い
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
条
キ
リ
シ
ク
ン
の
最
盛
期
を
迎
え
九

の
で
あ
る
が
、
一
王
八
七
年
七
月
、
秀
言
は
島
鞭

討
を
終
え
て
博
多
に
滞
在
中
、
か
の
伴
天
連
追
放
令

を
発
し
、
長
崎
・
京
坂
の
南
蛮
寺
を
没
収
、
や
が
て

破
却
し
て
し
ま
っ
た
が
、
京
都
南
蛮
寺
の
唯
一
の
遺

品
と
推
定
さ
れ
る
鈴
鍾
が
、
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
現
在

は
忽
寺
の
春
光
院
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
署
司
の

年
号
と
イ
エ
ズ
ス
会
の
紋
票
あ
る
。

こ
の
時
の
迫
生
悶
以
来
、
キ
リ
シ
タ
ン
ら
は
、
当
時

戦
火
に
琵
の
ま
ま
取
り
残
さ

れ
て
い
た
松
原
・
高
辻
、
新
町

西
洞
院
間
の
一
劇
に
移
り
住

.む
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
は
「
だ

い
う
す
丁
」
と
呼
ぱ
れ
た
。
デ

ウ
ス
(
神
)
に
提
宇
子
と
宛
字

し
た
こ
と
か
ら
、
キ
リ
シ
タ
ン

を
「
だ
い
う
す
」
と
一
言
っ
た
も

の
で
、
景
雀
』
に
ょ
れ
ぱ
、

釜
座
突
貫
器
辻
下
る
(
仏
具

屋
町
)
に
当
り
、
古
地
図
に
も

"
^
ル
さ
^
て
い
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
の
所
在

一
五
九
0
年
七
月
、
か
の
天
正
遺
欧
使
飢
か
長
崎

に
婦
朝
、
翌
年
二
月
、
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ア
ー
ノ
に

率
い
ら
れ
て
上
洛
。
鳥
羽
か
ら
黒
田
孝
高
の
世
話
に

よ
り
用
意
さ
れ
た
馬
や
輿
の
行
列
を
と
と
の
え
、
堂

々
と
入
洛
し
た
。
巡
察
師
は
イ
ン
ド
総
督
使
節
と
し

て
の
資
格
で
あ
っ
た
の
で
、
立
派
な
邸
宅
を
宿
舎
と

し
て
供
さ
れ
た
そ
れ
は
フ
ロ
イ
ス
に
ょ
る
と
秀
吉

の
旧
邸
の
こ
と
く
に
推
定
さ
れ
、
少
年
ら
は
こ
れ
と

向
い
の
小
西
行
長
の
常
宿
に
泊
っ
九
と
い
う
。
こ
れ

ら
の
位
置
は
後
考
に
ま
ち
た
い
。
三
月
三
日
、
彼
ら

は
聚
楽
第
に
参
入
し
た
が
、
「
時
慶
器
」
に
ょ
る

と
、
公
卿
た
ち
が
円
福
寺
前
通
り
で
、
こ
の
行
列
を

見
物
し
た
。
こ
の
時
の
国
書
は
明
治
の
誇
東
山
区

の
妙
法
院
か
ら
発
見
き
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
返
書
草

稿
は
相
国
寺
の
承
兌
に
ょ
り
起
草
き
れ
、
富
岡
謙
蔵

氏
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
現
在
は
天
理

図
書
館
の
蔵
と
な
っ
て
い
る
な
お
、
彼
と
南
禅
寺

金
地
院
の
崇
伝
ら
が
、
秀
吉
さ
ら
に
家
康
の
¥
得

て
外
交
*
務
に
当
っ
六
の
で
、
そ
の
器
「
異
国
日

記
」
や
「
異
棚
朱
印
帳
」
な
ど
キ
リ
シ
タ
ン
関
係

の
重
要
文
習
が
、
金
地
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ろ
。

な
お
少
年
使
節
に
関
し
て
言
及
せ
ず
に
は
お
れ
な

妙心寺春光院の鈴鍍
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い
も
の
に
、
京
都
大
学
の
国
史
陳
列
館
所
蔵
の
関
係

文
書
が
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
か
ら
回
収
し
た
も
の
で
、

大
村
.
有
馬
・
大
友
三
侯
ら
か
ら
、
ロ
ー
マ
教
卓
や
イ

エ
ス
ズ
会
総
長
に
宛
て
光
挨
拶
や
礼
状
で
あ
る
。
こ

の
他
同
館
に
は
高
槻
在
の
東
家
発
見
の
サ
ヴ
ィ
エ
ル

画
像
や
十
五
玄
義
図
、
そ
の
他
の
教
霄
類
が
所
蔵
き

れ
て
お
り
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ゥ
が
蒐
集
し
た
百

数
十
冊
の
。
ハ
ア
デ
レ
の
粗
告
禽
類
の
古
刊
本
も
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
京
都
市
内
で
発
見
き
れ
た
キ

リ
シ
タ
ン
墓
碑
が
所
蔵
き
れ
て
お
り
、
遺
跡
で
は
な

必
見
の
場
所
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
つ
い
で

、
.
)
、

し
力

に
こ
れ
ら
の
墓
碑
の
出
土
地
を
挙
げ
て
見
る
と
、
御

前
通
下
立
売
下
る
延
命
寺
付
近
の
竹
籔
中
に
蛋
せ

ら
れ
て
い
た
も
の
三
基
一
条
通
大
将
靴
前
の
成

願
了
境
内
発
見
の
一
基
。
天
神
筋
通
F
i
売
F
る
東

側
の
廃
寺
浄
光
院
境
内
発
見
の
一
基
。
下
京
の
唐
橋

平
垣
町
の
小
溝
の
石
垣
中
か
ら
発
見
の
一
基
。
等
持

院
南
町
仁
和
寺
道
か
ら
等
持
院
に
通
じ
ろ
黍
の
石

煽
に
利
用
き
れ
下
い
左
基
。
大
将
醤
町
の
椿
寺

(
地
蔵
院
)
境
内
発
見
の
一
基
な
ど
で
、
成
顎
寺
を
中

心
と
す
ろ
一
帯
に
散
在
し
て
い
た
も
の
の
多
い
事
が

知
ら
れ
る
。
こ
の
辺
り
に
も
豐
朔
に
キ
リ
シ
タ
ン

墓
地
が
あ
っ
九
事
が
推
定
せ
ら
れ
る
。
な
お
郁
博

物
館
南
庭
に
も
一
基
の
キ
リ
シ
タ
粂
卿
が
あ
る
。

二
十
六
聖
殉
教
者

天
正
小
ノ
年
使
節
の
謁
見
に
ょ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
は

一
陽
来
復
の
感
が
あ
っ
た
が
、
フ
ィ
リ
。
ヒ
ン
と
の
一
父

渉
が
も
つ
れ
、
そ
の
使
節
と
し
て
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会

士
ぺ
ド
ロ
・
バ
ウ
チ
ス
タ
ら
が
一
五
九
三
年
来
朝
。

長
谷
川
法
眼
の
帯
で
一
屋
を
あ
て
が
わ
れ
た
が
、

本
国
諸
訓
の
間
、
布
教
に
従
い
、
翌
年
八
月
に
は
前

田
玄
以
の
横
話
で
西
郊
に
廃
寺
跡
を
与
え
ら
れ
た
。

寛
永
・
慶
安
こ
ろ
の
古
地
図
に
ょ
る
と
四
条
堀
川
西

入
ろ
の
地
に
「
大
う
す
丁
」
の
名
が
見
え
る
か
ら
、

あ
る
い
は
そ
こ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
こ
に
は
や
が
て

療
養
院
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

一
五
九
六
年
、
士
佐
振
着
し
た
サ
ン
・
ヘ
リ
ー

へ
号
曳
件
か
ら
秀
占
の
態
度
が
便
化
し
、
同
年
末
京

坂
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
に
弾
圧
の
手
が
下
っ
た
。

ペ
ド
ロ
・
バ
ウ
チ
ス
タ
ら
同
会
士
六
名
、
同
会
の
事

業
に
率
仕
し
て
い
た
邦
人
十
五
名
に
、
進
ん
で
縛
に

つ
い
た
イ
エ
、
ス
ス
会
邦
人
修
士
三
名
、
計
二
十
四
名

五
九
七
年
一
月
三
日
、
左
耳
を
削
が
れ
、
車
に

はの
せ
ら
れ
、
一
条
通
り
か
ら
下
京
、
伏
見
と
洛
中
引

廻
し
の
上
、
二
月
五
日
、
長
崎
で
十
康
に
つ
け
ら

れ
殉
教
し
た
。
い
わ
ゆ
る
日
本
二
十
」
<
聖
人
で
あ
る

(
伶
、
邦
人
信
者
二
名
が
加
え
ら
れ
た
)
。
「
ξ
向
日

記
」
「
言
経
卿
記
」
「
義
演
准
后
日
記
」
な
ど
当
時
の
公

卿
日
記
に
も
、
こ
の
引
廻
し
の
こ
と
が
見
え
て
い
る
。

南
蛮
寺
の
再
建

こ
の
殉
教
を
免
れ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
へ
ロ
ニ

モ
・
デ
・
ヘ
ス
ー
ス
は
一
五
九
八
年
五
月
潜
入
、
京

都
付
近
に
潜
伏
、
伺
年
秋
、
秀
吉
の
死
ル
よ
る
局
面

の
転
圓
を
期
待
し
て
、
伏
見
城
に
家
康
を
訪
ね
、
ル

ソ
ン
貿
易
の
斡
旋
を
一
貝
っ
て
出
て
、
一
旦
マ
ニ
ラ
に

帰
り
、
一
六
0
二
年
数
名
の
。
ハ
ア
デ
レ
を
率
い
て
再

来
、
翌
年
に
は
系
の
聖
堂
を
再
建
し
、
小
病
院
を

付
設
、
伏
見
に
も
住
院
と
獺
病
院
と
を
設
け
た
。
前

岩
は
恐
ら
く
四
条
堀
川
の
「
大
う
す
丁
」
で
あ
っ

こナ

ろ
う
が
、
後
者
の
所
在
は
未
考
に
属
す
る
。
イ
エ
ズ

ス
会
も
新
政
権
に
接
近
し
て
全
国
的
に
布
教
を
再
開

し
ょ
う
と
し
た
。
そ
れ
に
は
い
わ
ゆ
る
南
蛮
寺
の
再

建
が
先
泱
で
あ
っ
た
。
ま
ず
伏
見
に
荒
な
住
院
を

建
て
、
慧
の
家
と
呼
ば
れ
た
慈
善
事
業
も
没
け
た

京
都
市
内
の
は
、
仮
聖
堂
に
す
ぎ
な
か
っ
た

.
)
、

力

や
が
て
起
っ
た
関
ケ
原
の
役
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
大

名
小
西
行
長
は
敗
れ
て
、
六
条
の
賀
待
原
の
露
と

消
え
た
が
、
そ
の
偏
に
生
き
た
従
容
た
る
死
は
、

京
童
愚
喫
せ
し
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
き
て
翌
一

六
0
一
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
は
始
め
て
上
京
に
侘
院
を
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没
け
、
一
六
0
五
年
に
は
斯
南
蛮
寺
を
建
て
た
。
こ

の
位
過
を
。
ハ
ア
デ
レ
ら
は
明
碓
に
記
録
し
て
い
ず
、

日
本
史
料
も
そ
れ
ぞ
れ
一
致
し
な
い
が
「
京
僻
町

梨
巳
に
一
条
油
小
路
。
「
稲
府
志
」
は
、
そ
こ

か
ら
堀
川
に
か
け
て
「
釜
辻
子
」
を
挙
げ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
一
需
小
路
と
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
市
記
成
願
恵
傍
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
片
心
叩
が

多
く
見
出
き
れ
た
こ
と
も
、
こ
の
新
h
1
の
近
く
に
彼

ら
の
墓
地
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
し
め
ら
れ
る
。
し

か
し
ま
た
k
京
の
は
小
侘
院
で
あ
り
、
主
な
化
院
は

半
里
ほ
ど
難
れ
て
い
る
下
登
あ
っ
た
と
い
う
一
弌

三
年
の
外
W
史
料
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
術
蛮

寺
は
「
」
靴
占
N
ぎ
「
六
角
町
氾
尿
」
な
ど
に

一
条
油
小
路
と
M
べ
二
大
寺
と
し
て
記
し
て
い
る
五

条
西
洞
院
、
す
な
わ
ち
「
だ
い
う
す
丁
」
と
呼
ぱ
れ

て
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
累
落
中
に
設
け
ら
れ
た
可
能

性
が
強
い
。
こ
の
新
南
李
に
は
コ
レ
ジ
ヨ
(
大
学
)

数
学
.
天
文
学
の
ア
カ
デ
ミ
ア
が
製
き
れ
、
一
六

一
三
年
と
ろ
ま
で
磊
し
、
後
陽
成
犬
県
秘
か
に

訪
ね
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
コ
レ
ジ
ヨ
の
付
属

印
励
所
で
イ
ミ
タ
チ
オ
・
ク
リ
ス
チ
の
禦
「
こ
ん

て
む
つ
す
む
ん
地
」

が

0
年
に
出
版
(
張

図
書
館
蔵
)
、
二
△
三
年
ま
で
に
は
新
約
聖
冉
も

出
版
き
れ
た
が
、
後
6
は
呪
仏
し
な
い

迫
害
と
殉
教

工
△
二
年
春
、
一
靜
は
嘉
述
に
キ
リ
シ
タ
ン

禁
制
を
窕
し
た
。
当
然
、
京
都
も
そ
の
対
象
で
あ
っ

た
が
、
所
司
代
板
介
誓
は
教
会
忙
好
帯
寄
せ
て

お
り
、
南
蛮
山
b
も
瑞
.
を
免
れ
て
い
た
。
が
、
一
六

一
四
年
一
月
太
、
崇
伝
器
の
全
国
的
キ
リ
シ
タ
ン

禁
制
文
が
発
布
き
れ
、
大
久
保
忠
隣
が
k
使
と
し
て

二
村
一
.
ト
五
則
入
洛
裡
日
に
は
市
内
の
四
教
会
と

修
院
と
は
早
速
焼
き
払
わ
れ
、
。
ハ
ア
デ
レ
ら
は
呪

0
＼ノ

追
放
十
者
た
ち
は
手
町
り
次
第
に
捕
わ
れ
た
。
ヒ

使
は
処
刷
を
屯
帳
し
た
が
所
司
代
は
改
心
せ
し
め
よ

う
と
、
俵
責
め
と
い
う
方
法
を
案
出
し
北
。
そ
れ
は

偕
行
の
竹
だ
け
を
出
し
て
俵
づ
め
に
し
て
秡
電
ね
、

下
砧
み
の
者
が
苦
痛
の
嘆
息
を
挙
げ
る
と
吹
心
し
た

と
称
し
て
転
寵
文
嬬
込
む
と
い
う
や
り
方
で
あ

つ
た
。
そ
の
お
も
な
場
所
は
条
磊
で
あ
り
、
五

条
に
か
け
て
の
処
刑
の
十
祭
不
気
味
に
帷
び
立
っ

て
い
た
と
い
う
。

転
ぱ
ぬ
主
立
っ
宿
片
ら
締
誓
、
そ
し
て
後

に
は
国
外
に
追
放
き
れ
た
が
、
工
△
八
年
か
ら
所

司
代
も
厳
罰
屯
義
を
採
ら
ぎ
る
を
得
な
く
な
り
、
ま

ず
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
フ
ワ
ン
・
デ
.
サ
ン
ク
マ

ル
ク
が
洛
中
引
廻
し
の
上
斬
汁
き
れ
、
翌
年
に
は
大

う
す
丁
に
大
手
入
れ
が
な
さ
れ
、
獄
死
す
る
省
も
あ

つ
た
。
こ
の
牢
の
所
在
は
未
考
で
あ
る
。
ト
月
六
日

五
十
二
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
ら
は
将
堪
の
厳
命
に
ょ
り

十
一
台
大
八
卓
に
毯
ま
れ
、
大
仏
殿
に
而
し
た

河
原
と
い
う
か
ら
六
条
・
七
条
の
あ
た
り
で
火
あ
ぶ

り
に
き
れ
た
。
京
都
の
大
殉
教
で
あ
る
。

一
六
三
0
年
代
に
な
る
と
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
取

締
り
は
い
よ
い
よ
組
織
的
と
な
り
、
キ
リ
シ
タ
ン

は
四
散
.
淋
伏
し
、
表
而
上
は
ま
っ
た
く
姿
を
か
く

し
て
し
ま
っ
た
,
取
後
忙
興
味
深
い
打
件
を
付
け
加

え
て
置
き
た
し
 
1
八
Ⅲ
曾
末
、
水
野
軍
記
ら
が

マ
テ
オ
.
り
ツ
チ
の
「
天
主
実
義
」
や
「
崎
人
十

篇
」
を
秘
か
に
入
チ
し
て
、
天
上
教
估
仰
に
達
し
、

五
条
醒
井
や
不
明
門
通
松
原
ド
る
な
ど
急
々
と
し

つ
っ
、
教
え
走
説
き
、
入
門
齢
は
若
モ
子
滝
に
打
た

れ
て
修
業
、
秘
谿
教
団
を
組
織
し
た
。
壌
紀
の
高
叩

豊
田
み
つ
ぎ
は
八
坂
上
町
に
表
而
上
、
群
下
し
に

仮
託
し
て
秘
か
に
円
弟
を
養
っ
て
い
た
が
、
一
＼
・
一

七
年
議
し
、
京
坂
に
わ
た
り
数
十
省
稀
わ
れ
、

獄
死
四
礫
刑
三
判
を
出
し
た
一
件
が
あ
る
。
指
導

司
劣
も
な
く
教
郡
的
に
は
皿
咋
不
充
分
と
、
う
よ
り

洪
解
し
た
面
も
あ
る
が
、
京
都
に
お
け
る
キ
リ
シ
ク

ン
史
の
結
末
で
あ
り
、
ま
た
析
し
い
時
代
を
告
げ
る

先
駆
的
喫
件
で
も
あ
っ
た
。
(
校
友
・
立
教
大
学
教
授
)
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西
南
ア
ジ
ア
旅
行
抄
⇔

明
日
の
印
度
を

印
度
へ
出
発
前
の
あ
る
日
、
私
九
ち
は
ラ
ル
ジ

.

メ
ロ
ト
ラ
駐
日
印
度
大
使
に
招
か
れ
て
、
大
使
の
談

話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
九

大
使
は
、
貴
方
が
六
は
印
度
の
古
美
術
を
探
勝
さ

れ
る
こ
と
が
目
的
と
き
き
ま
し
北
が
、
大
い
に
そ
の

こ
と
を
歓
迎
し
ま
す
。
印
度
は
文
化
的
に
日
本
と
違

う
て
大
変
遅
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
そ
の
方
面

の
み
を
指
し
て
批
評
や
籍
を
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は

ま
こ
と
に
残
念
で
す
。
九
と
え
ば
日
本
で
は
山
間
僻

地
の
学
童
で
さ
え
、
タ
ゴ
ー
ル
、
ボ
ー
ス
、
ガ
ン
デ印

イ
ー
、
ネ
ー
ル
ら
を
知
っ
て
い
て
く
れ
ま
す
が
、

度
で
は
日
本
の
こ
と
を
知
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な

住
谷
磐
根わ

れ
わ
れ
は
明
日
の
印
度
、
五
十
年
、
百
年
後

いの
印
度
を
:
:
・
:
・
・
と
い
う
こ
と
で
目
下
宜
<
剣
に
や
っ

て
い
ま
す
云
々
と
、
い
わ
れ
ま
し
北
。

私
は
そ
の
こ
と
を
印
度
旅
行
中
忘
れ
ま
せ
ん
で
し

九
0
 
成
ろ
程
、
現
在
、
王
器
代
の
庶
民
の
窮
乏
の

告
を
見
ま
し
九
。
薪
木
を
使
わ
ず
牛
糞
を
畦
や
石

に
九
九
き
つ
け
聶
し
て
燃
料
に
し
、
食
器
を
用
し

な
い
食
事
、
牛
と
人
間
の
誓
の
鴛
、
紙
と
し
う

も
の
を
使
わ
な
い
日
徳
告
、
物
乞
い
に
明
黛

れ
し
、
あ
る
い
は
一
日
中
歩
き
つ
づ
け
ろ
遊
牧
の
民

等
0
 
日
本
人
を
知
ら
な
い
で
響
ら
し
く
集
っ
て
来

る
田
舎
の
村
人
九
ち
で
す
。
し
か
し
都
会
の
学
生
や

青
年
の
中
に
は
、
親
し
げ
に
会
釈
し
て
行
き
す
ぎ
る

も
の
も
あ
り
、
親
し
げ
に
近
づ
い
て
来
て
、
こ
ち
ら

カ
ジ
ユ
ラ
ホ
ー
の
ヒ
ン
ズ
ー
教
嘉
の
畿
は
、

チ
ン
デ
ラ
王
朝
の
九
五
0
年
か
ら
一
0
五
0
年
ま
で

の
百
年
の
問
に
、
約
八
五
の
大
寺
院
が
建
て
ら
れ
北

と
伝
え
ら
れ
ま
す
が
、
今
は
二
0
余
が
三
群
に
わ
か

'

日
本
は
株
い
国
だ
、
お

^
ら
^
し
^
け
^
.
^

蔭
で
印
度
も
独
立
の
機
運
に
恵
ま
れ
九
の
だ

と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
握
手
を
求
め
る
青
年
さ
え
も

あ
り
ま
し
た
0

ガ
ン
ガ
河
民
讐
需
く
北
む
ろ

菩
提
樹
の
憩
亜
細
而
の
血
が
通
う

わ
が
お
守
ヒ
ン
ズ
ー
黙
し
△
畢
す

北
印
度
の
原
野
を
走
っ
て
、
よ
う
や
く
カ
ジ
ュ
ラ

ホ
ー
の
渚
泗
な
ホ
テ
ル
へ
着
き
ま
し
九
。

翌
朝
ホ
テ
ル
の
庭
の
木
蔭
に
食
卓
を
し
つ
ら
へ

て
、
朝
餉
の
最
中
に
、
ボ
ー
イ
が
持
っ
て
来
大
印
皮

の
新
聞
の
第
一
面
に
大
き
く
「
米
国
大
統
領
ケ
ネ
デ

イ
氏
斉
斐
き
る
・
・
:
・
・
」
と
い
う
記
事
か
載
っ
て
し
て

一
同
び
っ
く
り
し
ま
し
北
。
真
疑
の
程
が
あ
や
ぶ
ま

れ
て
色
々
の
憶
側
で
語
り
合
い
ま
し
た
が
、
急
に
悲

痛
な
饗
に
な
っ
て
食
事
を
や
め
て
、
静
か
に
鷲

を
^
げ
る
の
で
し
九
。

朝
爽
の
庭
風
な
く
一
輪
大
地
編
っ

、

、

吾

カ
ジ
ユ
ラ
ホ
ー
の
寺
院

アンコールトム
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れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
広
大
な
寺
苑
の
中
に
、
百
メ

ル
位
づ
つ
離
れ
た
位
置
に
盛
え
立
っ
て
い
る
。

一
つ
の
謡
の
上
に
玄
関
集
会
殿
、
本
殿

^
^
の
^
^
さ
に
も
^
倒
き
^
る
ば
^
り
で
す
。

夏
空
に
聳
え
ひ
し
め
く
石
彫
裸
婦

夏
日
灼
け
ヒ
ン
ズ
ー
群
像
票
め
く

裸
婦
石
像
夜
の
働
突
を
聴
く
ひ
び
き

悠
久
千
八
百
年
の
昔
、
こ
の
大
量
の
石
を
ど
こ
か

ら
運
ん
六
も
の
か
、
石
工
数
千
人
が
百
年
余
り
も
次

々
の
世
代
に
弓
き
つ
が
れ
な
か
ら
、
ヒ
ン
ズ
ー
の
兄

文
を
昭
え
、
刻
む
信
仰
の
姿
急
像
し
ま
し
た
。

一
深
と
し
た
北
印
度
を
再
び
ア
ラ
ハ
バ
ー
ト
へ
車

、ノ

風
せ
て
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
へ
は
印
凌
倒
内
機
で
向

い
ま
し
九
。

^
^
^
「
'
^
^
を
^
^
C
^
^
^
^
じ

雲
上
を
行
く
を
尿
の
地
図
計
る

ニ
ユ
ー
デ
リ
ー
周
辺

ニ
ユ
ー
デ
リ
ー
は
文
教
、
政
治
の
叩
心
と
し
て
道

路
倫
潔
、
壮
大
な
政
庁
と
近
代
建
築
、
首
都
と
し

て
而
倒
盆
か
で
、
十
三
世
紀
以
来
幾
多
興
亡
裂

り
か
え
さ
れ
た
の
も
、
ガ
ン
ガ
河
平
憾
印
度
の
穀

倉
の
中
徐
と
目
を
付
け
九
新
時
代
か
ら
で
、
こ

と
に
ム
ガ
ー
ル
弗
周
帯
シ
ャ
ー
.
ジ
ャ
ハ
ー
ン
が

完
成
し
九
旧
デ
リ
ー
に
は
遺
蹟
が
多
く
、
ク
ト
プ
.

ミ
ナ
ー
ル
は
高
さ
七
一
メ
ー
ト
ル
、
色
彩
豊
か
な
砂

岩
の
多
而
的
筒
形
の
端
で
回
教
椣
様
か
釧
密
に
刻
ミ



れ
、
代
表
的
回
教
建
造
物
と
し
て
、
八
百
年
後
の
現

在
ま
で
鮮
か
な
美
し
き
を
誇
っ
て
い
ろ
。
シ
ャ

1
 
●

ジ
ャ
ハ
ー
ン
宮
殿
レ
ッ
ト
.
フ
す
ー
ド
は
五
力
年
の

歳
月
を
費
し
た
も
の
、
ム
ガ
ー
ル
帝
国
二
代
目
の
王

フ
マ
ー
カ
ン
と
そ
の
妃
の
墓
、
十
八
世
紀
光
稗
さ

れ
た
天
文
台
の
幾
何
学
的
造
形
の
妙
、
印
系
一
の

冑
撰
ビ
ル
ラ
が
寄
進
し
た
ジ
ャ
イ
ナ
寺
院
ク
ラ
シ
ュ

ナ
ラ
ヤ
ン
寺
、
ガ
ン
ガ
河
畔
の
ガ
ン
デ
ー
の
墓

.等
、
連
Π
の
観
光
で
し
た
。

宮
址
灼
け
興
魏
謬
遥
か

ガ
ン
デ
ィ
ー
の
奥
津
城
の
土
い
ま
踏
め
り

デ
リ
ー
か
ら
李
三
時
問
余
り
、
ア
グ
ラ
は
ム
ガ

ー
ル
帝
国
の
首
都
で
イ
ス
ラ
ム
文
化
の
遺
跡
が
多

タ
ジ
.
マ
ハ
ル
の
陵
廟
は
同
教
建
築
と
し
て
世

、

く界
的
に
有
名
な
も
の
で
ジ
ャ
ー
.
ジ
ャ
ハ
ー
ン
申
帝

が
愛
妃
を
悼
み
、
建
て
ら
れ
た
総
大
理
石
、
象
峻
の

壮
鷹
な
大
ド
ー
ム
の
模
様
と
幾
何
高
庭
園
と
そ
の

池
光
映
し
た
ド
ー
ム
の
影
は
、
神
秘
的
で
と
く
代
月

の
夜
が
観
光
客
を
穫
せ
る
。

空
碧
く
白
亜
の
ド
ー
ム
眼
に
痛
く

炎
暑
い
ゆ
き
世
紀
を
眠
る
棺
を
み
し

汗
の
日
々
慕
情
懐
古
の
旅
つ
づ
く

印
度
大
使
館
か
ら
の
通
達
で
、
政
庁
の
事
務
官
の

女
性
が
ホ
テ
ル
に
私
九
ち
を
訪
ね
て
こ
ら
れ
、
翌
日

リ
ー
包
店
奇
度
訪
問
の
際
、
上
陸
習
と
し
て
「
n

念
に
健
て
た
と
い
う
門
を
見
降
せ
る
俳
の
タ
ジ

.

マ
ハ
ー
ル
ホ
テ
ル
に
泊
る
。

ベ
ン
ガ
ル
の
風
テ
ラ
ス
に
受
け
て
雅
俗
の
談

ト
六
川
紀
ホ
ル
ト
ガ
ル
人
九
ち
に
ょ
っ
て
開
か
れ

た
港
町
が
発
展
し
た
街
だ
け
に
古
風
な
町
で
時
代
の

変
遷
と
長
い
町
づ
っ
り
の
あ
り
さ
ま
が
、
一
っ
の
ボ

ン
ベ
イ
に
ょ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
。
そ
れ
程
に
都
市
形

態
忙
変
化
が
み
ら
れ
る
。
印
度
第
'
一
の
人
口
、
都
市

集
中
の
人
口
の
混
雑
で
、
こ
と
に
華
僑
と
呼
ぱ
れ
る

地
域
が
取
も
活
気
に
満
ち
て
殷
賑
を
極
め
、
印
度
の

経
済
は
こ
こ
華
僑
で
ま
か
な
わ
れ
て
ぃ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
印
象
を
深
く
し
ま
し
た
。

し
ぱ
し
駐
車
華
僑
の
人
出
目
に
あ
ま
る

は
デ
リ
ー
春
の
画
家
た

ち
と
引
き
合
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
美
術
館
に
畿
部
屋

か
の
画
室
が
画
家
の
た
め

に
与
え
ら
れ
て
、
有
望
な

画
家
は
そ
こ
条
っ
て
研

r

究
忙
励
げ
ん
で
い
る
。
彼

ら
は
古
典
的
印
度
の
美
術

よ
り
も
拍
象
約
な
画
家
が

多
く
、
私
た
ち
は
東
洋
美

術
の
重
要
性
を
彼
ら
に
語
り
ま
し
た
。 、

.
ミ

ボ
ン
ベ
ー
の
街
並

印
度
は
二
千
年
以
上
の
昔
か
ら
煉
瓦
が
祭
れ
、

占
い
城
砦
倫
い
煉
瓦
の
門
代
至
る
と
ト
ロ
イ
の

普
の
戦
の
旗
や
鉾
を
持
っ
た
騎
馬
武
省
の
列
が
、
物

々
し
く
出
は
い
り
す
る
様
^
を
連
想
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い
古
城
や
遺
蹟
が
多
く
あ
り
ま
し
九
。

ト
ロ
イ
の
崎
馬
古
城
の
ト
リ
デ
見
し
夜
の
多

ボ
ン
ベ
イ
へ
飛
ぶ
日
ア
ラ
ビ
ャ
海
碧
し

汗
に
耐
え
遥
け
き
を
来
し
ア
ラ
ビ
ャ
海

ボ
ン
ベ
イ
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
呼
ば
れ
、
。
ハ
リ

の
ナ
ホ
レ
オ
ン
記
念
凱
旋
門
を
か
た
ど
っ
た
と
い
わ

れ
る
ボ
ン
ベ
イ
の
門
、
こ
れ
は
ジ
"
ー
ジ
五
悩
と
メ

＼
ケ
、

半
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若
さ
欲
り
ボ
ン
ベ
イ
人
の
髭
る
刻

ポ
イ
ベ
イ
で
も
博
物
館
は
素
晴
し
い
蒐
半
籍

し
ま
し
九
。
そ
れ
に
共
同
洗
海
場
は
世
界
的
に
有
名

だ
と
の
こ
と
、
広
大
な
場
所
娠
め
ら
れ
た
全
市
の

洗
澀
物
、
幾
千
人
か
の
作
業
員
で
、
そ
れ
を
見
物
す

る
べ
ン
チ
が
用
意
き
れ
て
観
光
の
名
所
に
な
っ
て
い

る
の
右
奇
観
で
し
た
。

エ
レ
フ
ァ
ン
タ
島
は
凱
旋
門
の
下
か
ら
舟
で
一
十
寸

問
余
の
海
上
の
彼
方
の
離
島
で
釡
紀
、
七
世
紀
の

洞
窟
劣
は
こ
の
度
の
私
の
旅
行
中
の
白
眉
の
一
つ

で
し
た
。
空
路
オ
ー
ラ
ン
ガ
バ
ー
ド
へ
飛
び
、
デ
カ

ン
高
原
の
ア
ジ
ア
ン
タ
ー
翻
の
二
十
九
の
大
洞
窟

美
術
は
、
そ
暴
画
が
奈
良
法
隆
寺
の
揺
の
源
を

な
す
と
い
わ
れ
、
惜
し
む
ら
く
は
色
が
あ
せ
、
剥
脱

し
、
蒔
の
美
し
き
は
失
わ
れ
て
い
た
。

深
い
火
き
い
峡
谷
の
石
誓
、
か
く
も
壮
大
な
石

刻
群
糠
大
な
文
化
遺
雫
あ
り
ま
す
。

デ
カ
ン
古
環
帰
途
月
の
出
と
な
り
に
け
り

今
宵
旅
愁
ま
た
た
く
は
南
十
字
星

セ
イ
ロ
ン
、
ラ
ン
グ
ー
ン
を
経
て
カ
ン
ボ
ジ
ャ
の

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
見
学
を
楽
し
み
に
印
度
を
発

し
ま
し
た
。

(
束
洋
画
研
究
家
)
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ユ
、
タ
ヤ
人
・
日
本
人
・
同
志
社
人

ナ
チ
ス
の
親
衛
隊
中
佐
・
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
責
任
者

ア
ド
ル
フ
.
ア
イ
ヒ
マ
ン
逮
捕
と
裁
判
は
、
ユ
ダ
ヤ

闇

人
と
直
接
関
係
の
な
い
日
本
人
の
間
に
、
.
か
な
り
な

波
紋
を
残
し
て
い
う
北
。
こ
の
事
件
を
契
機
に
、
出

版
き
れ
元
関
係
書
や
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
記
事
の

量
は
九
い
へ
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
素
直
に
み
れ
ぱ
、

こ
の
関
心
の
高
ま
り
は
、
過
去
に
た
い
す
る
晩
鐘
で

あ
り
、
ま
た
弾
劾
で
も
あ
る
べ
き
も
の
だ
。
し
が
し

そ
こ
に
は
、
例
の
わ
れ
わ
れ
の
物
見
高
い
興
味
は
な

か
っ
九
だ
ろ
う
か
。
そ
の
種
の
観
衆
に
は
責
任
は
な

い
も
の
だ
。
現
象
面
の
興
味
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
映
画
で
も
、
「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
「
十

三
階
段
へ
の
道
」
「
ワ
ル
ソ
ー
.
ゲ
ッ
ト
ー
」
「
夜
の

霧
」
「
我
が
闘
争
」
そ
し
て
「
栄
光
へ
の
脱
出
」
と
一

巡
し
た
頃
、
一
九
六
二
年
秋
、
私
は
高
校
三
年
生
と

大
学
四
回
生
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
九
こ
と

が
あ
る
。
ニ
、
三
を
御
紹
介
し
て
話
を
進
め
た
い
と

思
う
。

ヘ
ル
ツ
ル
、
バ
ル
フ
寸
ア
、

「
現
在
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
国
家
の
有
無
」
を
問
う
北
と

こ
ろ
、
二
吾
人
中
、
有
り
と
す
る
も
の
一
六
九
、

無
し
と
す
る
も
の
六
一
、
 
D
K
二
0
。
「
そ
の
国
名
」

を
答
え
九
も
の
一
三
七
、
誤
れ
る
も
の
七
、
 
D
K
二

五
。
「
こ
の
国
に
つ
い
て
知
れ
る
こ
と
」
を
述
べ
て

も
ら
っ
九
と
こ
.
ろ
、
一
応
う
な
づ
け
る
説
明
を
な
し

た
も
の
一
四
、
極
め
て
不
充
分
な
る
も
の
三
八
、
誤

り
七
、
 
D
K
 
三
 
0
で
あ
っ
九
。
ま
し
て
、
「
ド
レ

宮
沢
正
典

フ
ユ
ス
、
シ
オ

ま
た
、
同
年
春
、
文
学
部
の
秋
田
清
先
生
の
、
同

志
社
大
学
一
回
生
に
九
い
す
る
、
民
族
感
情
調
査
に

よ
る
と
、
三
民
族
(
米
、
英
、
仏
、
独
、
伊
、

印

露
、
支
、
猶
、
黒
、
韓
)
に
え
い
す
る
好
悪
の
順
位
、

結
婚
希
望
の
順
位
は
と
も
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
第
九
位

で
あ
っ
北
と
い
う
。
こ
の
順
位
決
定
に
、
彼
ら
は
何

を
基
準
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

な
が
な
が
と
、
高
校
生
、
大
学
生
に
登
場
ね
が
っ

九
の
は
、
新
し
い
世
代
の
ユ
ダ
ヤ
.
イ
ス
ラ
エ
ル
に

関
す
る
知
識
は
極
め
て
少
な
い
も
の
だ
ろ
う
。
一
般

の
日
本
人
に
つ
い
て
も
、
そ
う
変
わ
ら
な
い
の
で
は

^
^
^
ろ
う
^
、
と
い
う
こ
と
を
^
じ
て
い
六
た
め

で
あ
る
。

わ
が
国
に
は
、
大
正
中
期
と
第
二
汰
世
界
大
戦
中

と
く
に
後
者
で
は
、
今
日
を
は
る
か
に
う
わ
ま
わ
る

ユ
ダ
ヤ
関
係
書
が
出
版
さ
れ
て
い
北
し
、
講
演
会
も

催
さ
れ
て
い
北
。
前
者
は
、
い
わ
ゆ
る
「
猶
太
禍
」

を
訴
え
る
も
の
と
、
こ
れ
に
反
駁
す
る
も
の
と
均
衡

し
て
い
九
。
後
者
で
は
、
「
反
ユ
ダ
ヤ
論
」
が
国
家

権
力
化
し
て
い
き
、
反
駁
論
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ

て
い
九
。
反
ユ
ダ
ヤ
論
が
戦
争
遂
行
の
一
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
形
成
し
て
い
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
当
然
た

ろ
う
。
彼
ら
の
目
標
に
あ
わ
な
い
も
の
は
、
「
国
体

否
定
の
思
相
ど
「
不
敬
思
想
」
を
内
蔵
す
ろ
も
の
と

ヴ
エ
ン
グ
リ
オ
ン
、
キ
ブ
ツ
、
モ
シ
ャ
ヴ
ァ
」
等
々、

を
理
解
す
る
も
の
皆
無
に
近
か
っ
光
。
「
ゲ
ッ

、
ー

ア
ウ
シ
ユ
ヴ
ィ
ッ
ツ
、
我
が
闘
争
」
な
ど
も
、
ほ
と

ん
ど
が
映
画
に
ょ
る
知
識
を
で
る
も
の
で
は
な
か
っ

九
。
ま
た
「
エ
ル
サ
レ
ム
」
を
、
イ
ス
ラ
エ
ル
共
和

国
の
首
都
と
答
え
ろ
も
の
よ
り
も
、
歴
史
上
宗
教
上

の
聖
地
と
す
る
も
の
の
方
が
は
ろ
か
に
多
く
、
そ
れ

般
高
校
生
よ
り
も
、
同
志
社
の
生
徒
に
目
立
っ

は九
の
は
印
象
的
だ
っ
九
。

、

"↓1111ι"11訂1111訂1111U"11111111111111111111'
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し
て
、
無
差
別
に
槍
玉
に
挙
げ
ら
れ
た
。
た
と
え
ぱ
、

「
ミ
ッ
シ
"
ン
学
校
の
学
生
、
生
徒
の
中
に
は
、
日
本

人
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
、
神
社
参
拝
を
拒
否
し
、

貿
事
教
練
に
反
対
し
た
不
心
得
な
者
き
え
出
現
し

た
・
・
・
・
・
・
一
体
ミ
ッ
シ
,
ン
学
校
は
米
、
一
央
、
ユ
ダ
ヤ

の
糸
な
謀
略
機
関
で
あ
っ
た
・
・
・
・
・
・
こ
と
も
あ
ろ
う

に
、
欧
米
ユ
ダ
ヤ
思
想
の
母
休
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教

主
義
代
基
づ
い
て
教
育
き
れ
て
は
、
日
本
民
族
の
将

来
は
暗
黒
か
衰
退
あ
る
の
み
・
・
・
・
・
・
宅
国
日
本
に
お
い

て
・
・
・
・
・
・
邪
道
、
非
日
本
的
、
璽
の
よ
う
な
・
・
・
・
・
・
キ

リ
ス
ト
教
主
義
に
ょ
る
教
*
同
は
こ
の
際
・
・
:
・
・
国
家
と

民
族
の
た
め
に
厳
禁
す
べ
き
で
あ
る
」
(
武
田
誠
吾

新
聞
と
ユ
ダ
ヤ
人
・
昭
和
四
)
と
い
う
極
論
が
、

.公
然
と
な
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
現

象
は
、
す
べ
て
、
ユ
ダ
ヤ
の
国
際
的
謀
略
に
帰
せ
ら

れ
る
の
は
こ
愛
嬌
だ
。
だ
が
そ
れ
を
受
け
と
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
当
時
の
関
係
者
は
、
そ
れ
で
は

済
ま
せ
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
末
光
信
三
先
生
の
お
話

(
新
島
研
究
・
二
七
号
)
を
う
か
が
う
だ
け
で
も
充

分
理
解
で
き
る
。
た
だ
し
、
戦
後
の
安
堵
が
、

わ
れ

わ
れ
に
と
っ
て
終
点
で
あ
ろ
う
は
ず
は
な
い
。

最
近
の
ユ
、
ダ
ヤ
問
題
へ
の
関
心
は
、
わ
が
国
自
体

の
問
題
と
し
て
、
発
生
し
た
も
の
と
は
、
い
い
が
た

猛
威
を
ふ
る
っ
六
戦
中
の
ユ
ダ
ヤ
論
議
も
、
じ

、
0

し

(
女
子
中
高
教
諭
・
社
会
)

つ
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
呼
応

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
土
壤
は
、
大
正
期
の

「
猶
太
禍
」
他
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

、
、

ろ
が
。
し
か
も
大
正
期
の
そ
れ
き
え
も
、
輸
入
さ
れ

、

、

、

日
木
化
き
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
世
界

的
謀
略
」
と
し
て
、
終
始
罵
倒
さ
為
け
て
き
た
ユ

ダ
ヤ
主
義
で
あ
ろ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
じ
つ
は
、
反

ユ
、
ダ
ヤ
主
義
こ
そ
国
際
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
っ
て

、
、
 
0

例
の
一
九
五
九
年
末
以
来
の
、
西
ド
イ
ツ
に

し
し

発
生
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
排
斥
の
か
ぎ
十
字
落
書
き
騒
ぎ

の
拡
大
(
わ
が
国
で
も
行
な
わ
れ
九
し
、
同
志
社
の

校
内
で
も
み
か
け
た
ー
ま
っ
た
く
の
い
九
づ
ら
だ

ろ
う
が
)
。
ア
イ
ヒ
マ
ン
処
刑
後
の
ネ
オ
・
ナ
チ
ズ

ム
の
 
0
報
綴
ι
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
(
タ
ク
ァ
ラ
団
、

国
家
主
義
復
興
同
盟
)
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
(
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
・
ナ
チ
党
)
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
、
連

鎖
反
応
の
よ
う
に
報
告
き
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の

国
際
性
在
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
現
今
の
西
ド
イ
ツ

に
お
け
る
各
種
備
調
査
に
ょ
る
と
、
依
然
と
し
て
、

反
ユ
、
ダ
ヤ
主
義
的
反
応
は
極
め
て
大
き
い
。
た
と
え

ぱ
、
東
北
大
学
の
宮
田
光
雄
教
授
に
ょ
れ
ぱ
、
ナ
チ

ズ
ム
の
反
ユ
、
ダ
ヤ
主
義
は
、
変
容
し
つ
つ
も
、
一
般

ド
イ
ツ
人
の
意
識
の
底
に
、
分
散
し
て
「
復
員
」
き

せ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
(
西
ド
イ
ツ
ー

そ
の
政
治
的
風
士
1
昭
和
羽
年
)
。
そ
の
西
ド
イ

ツ
へ
、
東
器
国
の
反
ユ
、
ダ
ヤ
運
動
を
き
ら
う
て
入

国
す
ろ
人
口
が
あ
る
の
だ
か
ら
複
雑
で
あ
る
。
反
ユ

ダ
ヤ
主
義
は
ナ
チ
ズ
ム
の
み
の
専
売
で
は
な
い
。
こ

う
し
た
傾
向
は
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
知
ら
れ
る
。

ど
こ
か
ら
で
も
、
何
か
の
理
由
の
た
め
化
、
そ
う
し

た
思
想
が
、
再
び
核
分
裂
を
は
じ
め
る
と
き
、
わ
れ

わ
れ
の
経
験
し
た
、
過
去
の
現
象
と
無
勇
ろ
う

か
。
戦
後
の
平
安
を
終
点
と
し
て
、
安
堵
し
て
過
こ

せ
な
く
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

ユ
ダ
ヤ
人
人
口
を
ほ
と
ん
ど
も
た
ず
、
ユ
ダ
ヤ
人

と
の
一
哩
接
的
利
害
関
係
を
も
た
な
い
わ
が
国
で
は
、

こ
の
点
忙
関
し
て
、
独
自
の
問
題
的
発
展
は
ほ
と
ん

ど
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
る
に
、
そ
の
日

本
で
、
反
ユ
、
ダ
ヤ
的
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
論
議
が
「
復

員
」
し
て
い
る
の
を
み
つ
つ
ぁ
る
と
き
、
週
刊
紙
の

タ
イ
ト
ル
で
は
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
ユ
ダ

ヤ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
は
「
も
つ
と
知
っ
て
い
い
民
族
、

も
つ
と
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
」
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
一
民
族
、
嶺
解
で
包
ま
れ
る
こ
と
が
、
問

題
な
の
だ
。
最
近
の
事
情
を
恐
れ
る
の
は
愚
か
な
こ

と
だ
が
、
無
知
な
の
は
賢
明
な
こ
と
で
は
あ
る
ま
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先
日
、
京
都
よ
り
の
帰
り
、
阪
急
電
車
に
の
っ
て

東
向
日
町
駅
ま
で
く
る
と
、
そ
こ
か
ら
沢
山
の
乗
客

が
あ
り
、
電
車
の
中
は
そ
・
つ
と
ぅ
に
混
雑
し
て
き
た
。

電
車
の
混
誓
い
つ
も
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の

東
向
日
町
よ
り
乗
車
し
九
一
群
に
、
私
は
ふ
と
異
常

性
を
感
じ
北
。
ま
ず
一
群
の
人
々
か
ら
受
け
た
印
殊

は
極
度
に
波
労
し
て
い
ろ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

う
つ
ろ
な
目
つ
き
、
無
気
力
*
、
そ
れ
に
な
に
か
や

り
き
れ
な
い
と
い
っ
た
鴛
へ
の
隻
感
と
不
安
感

が
に
じ
ん
で
い
た
。
彼
ら
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、

ど
ぅ
や
ら
襲
曹
で
一
日
を
す
こ
し
て
き
北
よ
う
で

あ
ろ
。
し
か
も
、
そ
こ
で
の
一
日
は
健
髪
一
日
で

は
な
か
っ
九
ら
し
い
こ
と
を
感
じ
九
。
た
ん
に
肉
体

的
な
疲
憲
だ
け
で
な
く
、
内
面
的
な
疲
れ
が
一
緒

に
な
う
て
あ
ら
わ
れ
た
異
常
性
で
あ
る
。

る
だ
け
の
こ
と
に
な
り
、
気
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
て

い

るし
か
も
、
資
本
主
義
的
宅
瑞
造
の
う
み
だ
す
生

活
の
不
安
感
は
、
と
き
に
は
精
神
製
患
に
ま
で
す

す
み
、
つ
ね
に
い
ら
い
ら
し
て
落
ち
つ
け
ぬ
ま
ま
に

社
会
的
怨
性
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
象
は
、
響
喩
的
な
表
現
を
す
る
な
ら

ば
、
人
格
の
病
.
瓢
で
あ
る
と
い
ぇ
る
。
そ
し
て
こ
の

人
格
病
気
は
、
自
分
の
う
ち
に
お
い
て
お
こ
っ
て

お
り
、
ま
た
家
庭
の
中
に
も
、
学
校
に
お
い
て
も
、

き
ら
に
職
里
社
会
の
至
る
と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ

メ
愈
わ
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
病
根
が
ど
こ
に
あ
ろ
か
に
つ
い
て
は
、

今
日
、
哲
学
の
翁
か
ら
も
、
宗
教
の
立
場
か
ら
も

ま
九
、
社
会
料
学
や
精
神
医
学
な
ど
の
毒
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
と
研
突
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
諸

研
究
が
共
通
し
て
問
題
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
人
間

映
外
の
現
象
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
の
人
問
疎
外
に

つ
い
て
何
か
を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

か
っ
て
な
い
ほ
ど
大
き
な
製
と
な
っ
て

、
、
、

、

力

し

る
。
い
ろ
い
ろ
な
治
療
条
捉
案
き
れ
九
り
、
学
校

教
育
の
方
法
上
の
改
票
と
り
あ
げ
ら
れ
九
り
、
職

場
に
お
い
て
は
人
問
関
係
の
あ
り
方
が
問
悲
と
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
い
ろ
い
ろ
な
努
力
か
な
さ
れ
つ

気

き
て
、
こ
の
種
の
異
常

性
に
つ
い
て
は
、
現
代
人

の
多
く
が
慰
わ
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
商
る
現
代

社
会
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
中

で
、
働
く
こ
と
に
何
の
意

味
も
感
じ
な
く
な
っ
て
い

る
人
問
に
と
っ
て
、
労
働

は
た
だ
肉
休
を
疲
労
き
せ

病
仁

の

安

つ
ぁ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
お
け
る
わ
れ
わ

れ
は
、
生
命
的
に
弱
体
化
し
て
ゆ
く
か
の
よ
う
で
あ

ろ

最
近
、
東
ノ
年
の
非
行
化
が
激
し
く
な
り
、
家
庭

教
育
、
学
校
教
育
の
重
大
性
が
論
じ
ら
れ
る
と
き
、

教
育
が
現
実
の
青
少
年
の
非
行
化
に
ど
れ
だ
け
対
処

し
て
い
る
か
を
反
省
し
て
み
る
と
、
実
に
さ
び
し
き

を
感
じ
る
。
今
日
、
多
く
の
学
校
は
問
題
児
に
た
い

し
て
全
く
手
を
や
い
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
鼎

児
を
学
枝
か
ら
し
め
だ
さ
ざ
る
を
え
な
い
状
態
で
あ

る
。
中
学
や
高
校
に
お
け
る
痔
指
導
の
劉
の
中

に
は
か
な
ら
ず
問
題
児
対
策
が
あ
り
、
学
校
に
ょ
っ

て
は
、
指
導
の
す
べ
て
が
問
鼬
児
対
策
で
あ
る
場
合

も
か
な
り
あ
る
よ
う
だ
0

一
般
に
学
校
に
お
け
る
指
導
は
、
校
則
と
強
制
に

よ
る
も
の
が
多
く
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
的
要
ヂ
糸
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
的
累
が
少
な
い
し
九
が
っ
て
教
師
と

生
徒
と
の
内
面
鞭
合
が
困
誓
な
っ
て
お
り
、

場

合
に
ょ
一
は
、
教
航
の
指
導
が
逆
に
生
徒
、
ψ
、
教
育

の
場
か
ら
外
へ
外
へ
と
は
じ
き
だ
し
て
ゅ
く
よ
う
な

こ
と
さ
え
ナ
ゆ
る

青
少
年
の
非
h
現
象
を
問
題
に
し
な
い
人
は
い
な

い
と
思
、
つ
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
場
合
、

そ
の
対
策
は
き
ま
っ
て
消
極
的
な
も
の
と
な
り
、
き
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格人

ら
に
は
自
己
防
黎
と
な

つ
て
い
る
。

こ
の
現
実
を
需
す
る

と
き
、
苦
し
み
の
種
に
な

る
こ
と
は
^
も
つ
と
、
ど

、
つ
に
力
な
ら
な
い
力
^
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
。

現
状
の
文
化
の
文
化
形

態
の
中
で
起
っ
て
い
る
*

佐

柄
に
九
い
し
一
、
も
つ
と
、
ど
ぅ
に
か
な
ら
な
い

か
」
と
い
う
生
命
侃
望
は
、
実
は
契
の
肖
d
の

姿
と
の
閻
に
苫
し
い
内
而
的
慕
藤
と
な
る
。
し
か
も

そ
の
物
腰
を
克
服
し
え
な
い
場
合
、
人
開
の
諦
能

カ
、
諸
機
能
は
弱
休
化
し
正
ψ
鞭
を
失
っ
て
く
る
。

つ
ま
り
、
夷
簾
の
う
ず
の
巾
で
焦
に
対
す
ろ
一
怨

牲
を
失
い
、
粘
神
的
疾
患
状
態
に
お
ち
い
ろ
。

私
は
、
同
志
社
を
終
え
て
ホ
学
・
・
,
b
杖
で
八
牙

周
、
教
帥
と
し
て
生
活
し
て
き
た
が
、
と
き
ど
き
教

育
の
中
に
人
開
不
在
元
感
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の

气
三
年
来
倫
校
生
の
増
加
に
と
も
な
う
す
し
づ

め
教
室
の
中
で
、
教
師
と
生
徒
と
の
人
開
関
係
は
著

し
く
詮
岫
さ
れ
て
い
る
。
両
X
の
関
係
が
と
き
讐
ル

買
関
係
に
お
き
か
え
ら
れ
て
い
ろ
。
知
識
叟
徒
関

係
で
あ
ろ
。
人
削
関
係
か
商
例
関
係
に
な
り
、
教
帥

は
牛
徒
に
知
識
を
売
る
こ
と
だ
け
に
徹
し
、
生
徒
は

そ
れ
を
劉
う
こ
と
以
外
に
は
<
土
く
教
師
の
指
導
を
う

け
つ
け
な
い
。
両
老
の
関
係
を
す
べ
て
こ
の
商
品
関

係
で
割
り
き
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
で
き
な
い
。
生

徒
幽
身
の
生
沃
咸
橘
か
打
釘
的
に
割
り
き
っ
た
合
理

十
義
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
教
師
が

現
状
編
足
し
て
い
る
は
ず
も
な
い
。
む
し
ろ
教
部

が
現
状
に
お
い
て
、
や
む
な
く
そ
こ
に
妥
恊
し
て
い

る
と
い
っ
た
状
態
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
状

態
力
"
晒
部
こ
糾
紗
す
る
と
教
剖
の
向
我
恩
秤
は

向
J
貝
や
悲
観
と
な
り
、
き
ら
に
卯
屈
、
気
兼
ね
、
そ

し
て
絶
望
、
邪
と
な
り
、
白
己
の
生
活
の
の
中
に

異
常
"
、
議
嘉
巣
と
な
る
。
教
師
の
取
越
し
苦
労

が
教
師
H
身
の
異
常
性
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
現

実
織
税
で
き
な
い
。
教
部
翁
笑
の
中
で
Π
d
笑

現
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
か
冏
影
と
思
う
。

キ
リ
ス
ト
教
支
学
校
に
お
い
て
は
、
「
教
台
は

、し

人
刷
を
創
造
す
る
の
で
は
な
く
、
教
育
に
と
っ
て
人

剛
は
与
え
ら
れ
九
対
象
で
あ
る
。
し
九
が
っ
て
教
育

は
創
旭
さ
れ
九
人
閻
の
人
格
を
内
覚
さ
せ
、
キ
リ
ス

ト
に
ょ
る
生
活
を
訓
練
し
、
キ
リ
ス
ト
兆
・
通
し
て
祁

と
】
父
り
う
る
ま
北
語
り
う
る
人
庸
性
を
問
懲
と
す

ろ
」
と
さ
れ
て
い
る
。
「
人
柘
は
、
祁
と
の
交
り
に

よ
り
柳
に
生
か
さ
れ
て
牛
き
る
γ
休
で
あ
ろ
」
と
い

わ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
よ
う
な
人
格
が
、
私
自
身
に

形
成
さ
れ
て
い
る
か
い
な
か
を
、
反
省
せ
す
に
は
お

れ
な
い
。

今
日
、
教
師
が
ま
ず
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
な

胴
態
で
あ
り
、
教
師
が
自
d
の
人
格
を
自
覚
せ
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
大
き
な
謬
心
に
せ
ま
ら
れ
て
い
る

と
思
う
。
句
度
も
く
り
か
え
す
こ
と
で
あ
る
か
、
日

豐
椀
の
中
に
あ
っ
て
"
,
」
疎
外
に
せ
ま
ら
れ
つ
つ

鴛
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
、
外
飾
の
は
ら
い
の

け
ら
れ
六
、
神
と
の
内
仰
の
一
父
り
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
に
ょ
一
伺
d
を
突
現
す
る
こ
と
が
、
△
,
口
の

粘
神
的
疾
暇
兎
臓
す
る
一
つ
の
道
で
あ
る
と
思

う
。
九
ん
に
科
学
や
、
技
術
に
も
と
ず
く
肖
己
突
現

の
罷
帷
は
、
人
刷
の
人
格
が
物
質
的
に
あ
つ
か
わ

れ
て
い
る
と
い
う
不
,
姦
を
生
じ
さ
せ
る
。
そ
し
て

そ
の
こ
と
は
逆
に
白
己
挫
折
の
方
向
に
お
ち
い
っ
て

ゆ
く
。
自
d
の
人
格
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う

小
安
感
は
人
刷
に
と
っ
て
深
刻
な
こ
と
で
あ
る
。

文
化
桜
域
に
あ
る
教
育
は
、
柳
の
さ
ば
き
と
恕

み
に
ょ
っ
て
摂
取
奥
生
さ
れ
九
と
こ
ろ
の
新
し
い
生

命
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
向
党
こ
そ
必
要
事
態

で
あ
る
。

(
杖
友
・
梅
花
寝
教
諭
)
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